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しそれらの方向性の是非が関われるようになったので、ある。
国際化時代をむかえた現在の日本で，われわれは外国の異文化を持った人々との交
流，すなわち国際理解，国際理解教育がどうあるべきかが問題となるとともに，日本
の学校現場において異文化を持った人々をどのように受け入れるかという「内なる罰
となろう。従来，われわれは，タトへ振が向けられており，遠く
れた外閣の人々との交流を大切にすること してきた。しかしながら，われわれ
が司常生活の中で，接する典文化を持った人々にはあまり関心を示さなかった。
現場においても，異文化を持った人々，異質なタイプ。の人たちを排除する
った。それは，位の府県からやって来たアクセント，儲舘観の異なる子ども，
ども，荘毘外国人の子どもたちに自分たちの儲値観を押しつけ，開
動様式を強いることにより，初めて自分たち
り，それは少数派の子どもたちの価値観を自
している。ここでは，このような日
していくのである。
のである O つま
させること
し，
